
有限会社可児設備（土田）
協力のきっかけは？協力のきっかけは？
子どもたちが笑顔あふれる生活
を送れるように願いを込めて参
加しました。

どんな取り組みを？どんな取り組みを？
地域活動に積極的に参
加し、あいさつや声か
けをしています。事務
所には道路から見える
ようポスターを貼って
います。心配なことや、
辛いことなどがあれば
相談に来てください
ね。

　地名は現代を生きる私たちに様々なことを語りかけてきます。地名について調べると、生活・文化・政治など　地名は現代を生きる私たちに様々なことを語りかけてきます。地名について調べると、生活・文化・政治など
その土地の歴史を知ることが出来ます。このシリーズでは、市内の地名の由来などを紹介していきます。その土地の歴史を知ることが出来ます。このシリーズでは、市内の地名の由来などを紹介していきます。

土田地区は古来、東
とうさんどう

山道・中
なかせんどう

山道における木曽川の渡
と か て ん

河点であった
ことから、歴史的に重要な場所でした。「吾

あづまかがみ
妻鏡」や「承

じょうきゅうき
久記」に登場する

「大
お お い ど

井戸」という場所は、現在の土田地区の渡から今渡地区の一部を含
む地域と考えられています。

あまり知られていない事実ですが、この大井戸では日本史上の重要
な合戦の一つである「承久の乱※１」の緒戦が行われ、大井戸側に布陣し
た鎌倉幕府軍は木曽川を渡り、後

ご と ば
鳥羽上

じょうこう
皇に味方した軍を破りました。

さて、この地区が「土田」と呼ばれるようになったのがいつ頃からな
のかは、残念ながらまだわかっていません。しかし、永禄13年（1570
年）の土田白鬚神社の棟

むなふだ
札※２には、「可児郡大井戸郷土田村」と書かれて

おり、この頃には土田という地名が存在していたことが明らかになっ
ています。

※１ 承久の乱…承久３年（1221年）に後鳥羽上皇が鎌倉幕府執
し っ け ん

権の北
ほうじょう

条義
よ し と き

時を朝
ちょうてき

敵としたことを
発端に起こった鎌倉幕府軍と上皇軍の戦い。鎌倉幕府軍が勝利し、武家政権をより強固なも
のにした

※２ 棟札…神社の修理・葺き替えなどの際に奉納する札

永禄13年（1570年）土田白鬚神社の棟札
（土田白鬚神社所蔵）

表（拡大） 表 裏

明智荘で生まれ育った明智光秀は、高い教養と戦術、卓越した統
率力を備えた戦国武将と言われています。また、その優しい人柄で
家族や家臣を思いやり、領民からも慕われた名君であったとも語り
継がれています。

人々が穏やかに暮らせる争いのない時代を願い、可児から雄飛し
た光秀の思いを、人間愛と世界平和への願いとして受け継ぎ「明智
光秀公ブロンズ像」を建立しました。

６月13日には、明智城跡の保全に努める地元の方々への感謝を込
めて「明智光秀公ブロンズ像除幕と感謝の集い」を執り行いました。

明智城跡の周辺には駐車場がありません。花フェスタ記念公園駐車場（無料）を利用してください。

今年で創業 40 年。水道修理、住宅
リフォーム、外壁塗装など地元を中
心に営業しています。

このコーナーでは、子どもへの声かけ
や見守りなど、いじめ防止につながる
取り組みをしていただいている事業所
や団体を紹介しています。

いじめ防止協力事業所・団体いじめ防止協力事業所・団体
随時募集中！随時募集中！

vol.vol.5757
問合先　子育て支援課

わたしたちが子どもたちを見守りますわたしたちが子どもたちを見守ります問合先　総合政策課

光秀が明智荘に甦る！光秀が明智荘に甦る！438 年のときを経て

明智城本丸跡に建立された明智光秀公ブロンズ像除幕式の様子

可児の地名シリーズ ～土
ど た

田～
可児のお宝

vol.83 問合先　文化財課
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